( シート7：緊急 (きんきゅう)時 (じ)サポートシート )
緊急 (きんきゅう)時 (じ)サポートシート


[bookmark: _GoBack]＊＊＊　関係者 (かんけいしゃ)の皆様 (みなさま)へ　＊＊＊
[bookmark: _Hlk191888178]発達障 (はったつしょう)がいを持 (も)った方 (かた)が安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)できるように、本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)の方 (かた)が関係者 (かんけいしゃ)にお伝 (つた)えしたいことを書 (か)き込 (こ)みました。御協力 (ごきょうりょく)をお願 (ねが)い致 (いた)します。作成 (さくせい)日 (び)（　　　　　　年 (ねん)　　　月 (がつ)　　　日 (にち)）

【 個人 (こじん)情報 (じょうほう) 】名 (な) 前 (まえ)：　　　　　　　　　　　　　　　　ふりがな（　　　　　　　　　　　　　　　）

· 住 (じゅう) 所 (しょ)：沖縄県 (おきなわけん)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 生年 (せいねん)月日 (がっぴ)：Ｓ・Ｈ・Ｒ　　 年 (ねん)　　月 (がつ)　　日 (にち) 生 (うまれ)　　　◆ 性 (せい) 別 (べつ)：　男 (おとこ) ・ 女 (おんな)　　　 ◆ 血液型 (けつえきがた)（　　　　）

◆ 障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持 (しょじ)（ 該当 (がいとう)する□にレ点 (てん)を記入 (きにゅう) ）：
□ 無 (な)し　　□ 療育 (りょういく)手帳 (てちょう)（知的 (ちてき)障 (しょう)がい）　　□ 身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)手帳 (てちょう)　　□ 精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)
◆ 障 (しょう)がい名 (めい)や特徴 (とくちょう)：











【 緊急 (きんきゅう)連絡先 (れんらくさき) 】
· 第 (だい)１連絡先 (れんらくさき)　-------------------------------------------------------------------------------
氏 (し) 名 (めい)：　　　　　　　　　　　　　　　　　（本人 (ほんにん)との関係 (かんけい)：　　　　　　）
TEL： ① 自宅 (じたく)（　　　　　）　　　　－　　　　　　② 携帯 (けいたい)電話 (でんわ)　　　　　－　　　　－　　　　　
· 第 (だい)２連絡先 (れんらくさき)　-------------------------------------------------------------------------------
氏 (し) 名 (めい)：　　　　　　　　　　　　　　　　　（本人 (ほんにん)との関係 (かんけい)：　　　　　　）
TEL： ① 自宅 (じたく)（　　　　　）　　　　－　　　　　　② 携帯 (けいたい)電話 (でんわ)　　　　　－　　　　－　　　　　











【 健康 (けんこう)情報 (じょうほう) 】
· かかりつけ医 (い)の連絡先 (れんらくさき)　（ 有 (あり) ・ 無 (なし) ）　⇒　TEL：（　　　　　）　　　　－　　　　　　
· 医療 (いりょう)機関名 (きかんめい)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医 (しゅじい)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· ◎パニック（　有 (あり)　・　無 (なし)　）　　◎てんかん発作 (ほっさ)（　有 (あり)　・　無 (なし)　）　　◎喘息 (ぜんそく)（　有 (あり)　・　無 (なし)　）
◎服薬 (ふくやく)（　有 (あり)　・　無 (なし)　）　おくすり名 (めい)や服薬上 (ふくやくじょう)の注意 (ちゅうい)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
◎アレルギー（　有 (あり)　・　無 (なし)　）　アレルギーの内容 (ないよう)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
· その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）









【 コミュニケーションの取 (と)り方 (かた)など 】（ 該当 (がいとう)する□にレ点 (てん)を記入 (きにゅう) ）
□ 実物 (じつぶつ)を見 (み)るとわかる　　□ 絵 (え)を見 (み)るとわかる　　□ 文字 (もじ)で書 (か)くとわかる　　□ 簡単 (かんたん)な言葉 (ことば)は理解 (りかい)する
□ 前 (まえ)もって手順 (てじゅん)が示 (しめ)されると理解 (りかい)しやすい　　　　 □「はい」「いいえ」は表現 (ひょうげん)できる
· 興味 (きょうみ)のあること、好 (す)きなこと
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· 苦手 (にがて)なこと
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· その他 (た)　お伝 (つた)えしたいこと
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）









災害 (さいがい)時 (じ)の発達障 (はったつしょう)がい児 (じ)・者 (しゃ)支援 (しえん)について
( シート7：緊急 (きんきゅう)時 (じ)サポートシート )

· 関係者 (かんけいしゃ)の皆様 (みなさま)へ
被災地 (ひさいち)における、発達 (はったつ)障害 (しょうがい)のある人 (ひと)やご家族 (かぞく)の生活 (せいかつ)には、発達 (はったつ)障害 (しょうがい)を知 (し)らない人 (ひと)には理解 (りかい)しにくいさまざまな困難 (こんなん)があります。そんなとき、発達 (はったつ)障害児 (しょうがいじ)・者 (しゃ)への対応 (たいおう)について少 (すこ)しでも理解 (りかい)して対応 (たいおう)できると、本人 (ほんにん)も周囲 (しゅうい)のみんなも助 (たす)かります。御協力 (ごきょうりょく)をお願 (ねが)いいたします。

· 本人 (ほんにん)へのサポート
●スケジュールや場所 (ばしょ)の変更 (へんこう)等 (とう)を具体的 (ぐたいてき)に伝 (つた)えます。
●してほしいことを具体的 (ぐたいてき)に、おだやかな声 (こえ)で指示 (しじ)します。
例 (れい)：「このシート（場所 (ばしょ)）に座 (すわ)ってください。」

■変化 (へんか)が苦手 (にがて)な場合 (ばあい)が多 (おお)いので、不安 (ふあん)から奇妙 (きみょう)な行動 (こうどう)をしたり、働 (はたら)きかけに強 (つよ)い抵抗 (ていこう)を示 (しめ)すことがあります。



●居場所 (いばしょ)を配慮 (はいりょ)します。
例 (れい)：部屋 (へや)の角 (かど)や別室 (べっしつ)、テントの使用 (しよう)など、個別 (こべつ)空間 (くうかん)の保証 (ほしょう)
■感覚 (かんかく)刺激 (しげき)
過敏 (かびん)：周囲 (しゅうい)が想像 (そうぞう)する以上 (いじょう)に過敏 (かびん)なため、大勢 (おおぜい)の人 (ひと)がいる環境 (かんきょう)が苦痛 (くつう)で避 (ひ)難 (なん)所 (じょ)の中 (なか)にいられないことがあります。
鈍感 (どんかん)：治療 (ちりょう)が必要 (ひつよう)なのに平気 (へいき)な顔 (かお)をしていることもあります。



●健康 (けんこう)状態 (じょうたい)を工夫 (くふう)してチェックします。
例 (れい)：ケガの有無 (うむ)など、本人 (ほんにん)の報告 (ほうこく)や訴 (うった)えだけでなく、身体 (しんたい)状 (じょう)況 (きょう)をひと通 (とお)りよく見 (み)る。




■話 (はな)しことばを聞 (き)き取 (と)るのが苦手 (にがて)だったり、困 (こま)っていることを伝 (つた)えられないことがあります。
●説明 (せつめい)の仕方 (しかた)を工夫 (くふう)します。
例 (れい)：文字 (もじ)や絵 (え)、実物 (じつぶつ)を使 (つか)って目 (め)に見 (み)える形 (かたち)で説明 (せつめい)する
　　一斉 (いっせい)放送 (ほうそう)だけでなく、個別 (こべつ)に声 (こえ)かける




●ほかに興味 (きょうみ)のある遊 (あそ)びや手伝 (てつだ)いに誘 (さそ)う。
●行 (い)ってはいけないところや触 (さわ)ってはいけない物 (もの)がはっきりとわかるように「×」などの印 (しるし)をあらかじめ付 (つ)ける。
■危険 (きけん)な行為 (こうい)がわからないため、地盤 (じばん)のゆるいところなど危 (あぶ)ない場所 (ばしょ)に行 (い)ってしまったり、医療 (いりょう)機器 (きき)を触 (さわ)ってしまうことがあります。






· 家族 (かぞく)へのサポート
災害 (さいがい)の影響 (えいきょう)で子 (こ)どもと家族 (かぞく)が離 (はな)れられなくなる場合 (ばあい)や、避難所 (ひなんじょ)の中 (なか)で理解者 (りかいしゃ)が得 (え)られない場合 (ばあい)などに、家族 (かぞく)のストレスは高 (たか)まります。本人 (ほんにん)の支援 (しえん)を一番 (いちばん)長 (なが)い時間 (じかん)担当 (たんとう)する、家族 (かぞく)のサポートを迅速 (じんそく)に行 (おこな)うことが必要 (ひつよう)です。
家族 (かぞく)の代 (か)わりに子 (こ)どもの相手 (あいて)をしたり、発達 (はったつ)障害 (しょうがい)の特性 (とくせい)を家族 (かぞく)の了解 (りょうかい)のもとで周囲 (しゅうい)の人 (ひと)たちに説明 (せつめい)していただくと、家族 (かぞく)はたいへん助 (たす)かります。
■配給 (はいきゅう)や買 (か)い物 (もの)、役所 (やくしょ)や銀行 (ぎんこう)などの
手 (て)続 (つづ)きに行 (い)けずに困 (こま)っている場合 (ばあい)
■水 (みず)や食料 (しょくりょう)、毛布 (もうふ)などの配給 (はいきゅう)時 (じ)に、ずっと待 (ま)っていられないで騒 (さわ)いでしまう子 (こ)どもがいた場合 (ばあい)







相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)
沖縄県 (おきなわけん)発達障 (はったつしょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)センター　がじゅま～る 
【 所在地 (しょざいち) 】〒904-2173　沖縄県 (おきなわけん)沖縄市 (おきなわし)比 (ひ)屋根 (やごん)5丁目 (ちょうめ)2番 (ばん)17号 (ごう)（ 沖縄 (おきなわ)中部 (ちゅうぶ)療育 (りょういく)医療 (いりょう)センター内 (ない)に併設 (へいせつ) ）
【 問 (と)い合 (あ)わせ先 (さき) 】TEL：（098）982-2113　　FAX：（098）982-2114　　
E-mail：gajyumaru@shoni.or.jp 　HP：http://www.okinawa-gajyumaru.jp/ 　
